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平成２６年度男女共同参画基本計画に基づく 

実施事業に対する意見書について 

 

 

 当審議会では、姶良市の男女共同参画社会形成の促進のため、男女共同参画基本計画

の進捗状況について市民の立場から評価し、審議しました。 

 つきましては、別紙のとおりまとめましたので意見書として提出いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２６年度 男女共同参画実施事業に対する意見書 

 

 第２次安倍内閣以降、女性の活躍推進が政府の最重要課題の一つとして位置付けられ、

成長戦略の一環として政財界を始め、各界各層を広く巻き込んだ取り組みがこの２年間で

急速に発展しました。平成２７年８月２８日には、女性の働く意欲を実現につなげ、ひい

ては日本の持続的成長を実現し、活力ある社会を維持していくことをねらいとして、「女性

の職業生活における活躍の推進に関する法律」が成立しています。 

 姶良市でも、平成２２年３月の合併以降、県内一暮らしやすいまちにするため、男女共

同参画に関する事業を含め、さまざまな事業の推進が図られています。特に平成２５年３

月の「姶良市男女共同参画基本計画」策定以降については、市職員一人ひとりが男女共同

参画の視点に立って業務を進めるような取り組みがなされていると伺っております。年齢

性別にかかわらず、一人ひとりが自分らしく生きていける「男女共同参画社会」の実現に

向けた取り組みを進めることが、『県内一暮らしやすいまち』への一歩になるのではないで

しょうか。 

 本審議会では、平成２６年度における「男女共同参画基本計画に掲げられた９つの重点

的に取り組むこと」について、市民の立場から意見を整理しましたので、別紙の通り、報

告いたします。 

 今後、姶良市の本計画に基づく事業実施や環境の整備の取り組みが地域の模範となるよ

うに「あらゆる施策において男女共同参画の視点に配慮する」といった全庁的な共通認識

のもと、男女共同参画社会の形成に向け取り組んでいただきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【項目ごとの進捗状況に対する意見】 

1. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会についてのあらゆる場における教育・学習

の推進」 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会の形成を阻害する制度・慣行の見直し」 

 

 

 

 

 

3. 重点的に取り組むこと「女性の人権を侵害するあらゆる暴力の防止、救済に向けた環

境の整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 重点的に取り組むこと「男女共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関す

る支援」 

 

 

 

 

 

 

メディアリテラシー講座について、姶良市内の中学一年生を対象としたメディアリテ

ラシー講座は、子ども達に対して非常に効果があると聞く。今後は、より一層の事業の

取り組み強化をお願いしたい。例えば、対象を中学一年生から小学生に変更し、より早

い段階から男女共同参画の考え方に触れさせてみてはどうだろうか。 

また民間企業については、パワハラやセクハラなどのハラスメントが存在すると聞

く。これまで以上に男女共同参画の意識啓発促進を図ってほしい。 

自治会への男女共同参画の推進について、どうすれば地域や自治会に対して男女共同

参画を推進していくことができるのか具体的な行動を検討してほしい。地域や自治会に

対しての取り組みが非常に弱いと思われる。 

公共機関のトイレを利用すると、DV相談のカードが置いてある。非常に良い取組み

だと思う。もっと周知をして欲しい。また、事業所等にも周知をして欲しい。 

「男性相談」のカードも作成してはどうか。男性の生きづらさを感じることもある。

男性に対する固定概念により、押しつぶされそうな思いをしている男性が少しでも、相

談しやすくなるのではないかと思う。 

ＤＶ被害者の二次被害についての対策・啓発をお願いしたい。 

市職員や教職員の男女共同参画の意識向上に努めてほしい。 

リプロダクティブ・ヘルスライツは基本であり、一番大切な項目である。難しい内容

ではあるが、男女共同参画を進める上で正しく理解し、方向性を定め、事業を実施して

欲しい。 



5. 重点的に取り組むこと「生活上の困難や課題をかかえる人々が安心してくらせるため

の男女共同参画の視点に立った環境の整備」 

 

 

 

 

 

 

6. 重点的に取り組むこと「仕事と生活の調和を図るための男女共同参画の視点に立った

環境の整備」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 重点的に取り組むこと「政策・方針決定過程への女性の参画の拡大」 

なし 

 

8. 重点的に取り組むこと「男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進」 

 

 

 

 

 

 

9. 重点的に取り組むこと「男女共同参画社会づくりに向けた推進体制の整備」 

なし 

 

 

 

 

子が親の面倒を見るために、仕事を退職し、実家に帰るという話を聞く。その際の生

活費は、親の年金で工面することになる場合が多いそうだ。そうなると「年金だけでは

生活できない」という事態に陥る可能性がある。高齢者が子に頼ることなく、自立した

生活ができるような社会にしてほしい。 

市役所内にもメンター制度の確立を検討して欲しい。 

これまで女性の仕事ととらえられていた介護従事者に男性が増えてきている。それに

より男性も様々な悩みを抱えているようだ。男性は、一般的にはなかなか「相談する」

ということができないと感じている。相談に来たとしても、すでに事態が進行している。

本当に切羽詰った状態にならないと相談してこないと思う。そのため男性が追い込まれ

る前に小さなことでも相談できるような体制づくりをお願いしたい。また地域民生委員

の見回りを独居老人以外にも行っていただき、介護している方にも声かけをしてほし

い。 

 

審議会への若い方の参加をお願いしたい。また議会傍聴についても、託児を設けるな

どだれでも傍聴に行けるような雰囲気や環境、体制づくりに努めてほしい。 

様々な立場の方からの意見を聞くことも大切である、審議会の質を考え、今後委員の

選定を検討して欲しい。 



10. その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型ショッピングセンターができることで、若い労働力がそこで働くことになる。そ

の結果、子育て世代の市民が増加することが想定される。それに伴い、保育園や幼稚園、

公園等のハード面の強化が必要になるのではないだろうか。せっかく就業場所が増えた

としても、保育園など子どもを預ける場所がなければ働くことはできない。早々に対策

を打ってほしい。 

職員に対して、男女共同参画についての学習の機会を増やしてほしい。また育児休暇

の取得についても、女性だけではなく男性も取りやすい職場環境づくりをお願いした

い。 

租税教育について、現在姶良・蒲生地区の小学校では行っているが、加治木地区は行

われていない。加治木地区でも行うよう検討してほしい。 

ＤＶ被害者に対しての支援は行っているが、今後、加害者に対する支援の取組みも難

しいことではあるが、検討してもらいたい。 

ＰＤＣＡサイクルを踏まえて、予算に調査結果を反映させるなど、男女共同参画の活

動は前進している。より有意義に推進して欲しい。 



第３期 姶良市男女共同参画審議会委員 

（任期：２８年１１月７日） 

 

（五十音順） 

 委員氏名 備考 

1 有馬 京子  

2 今薗 敬介  

3 岩下 直美  

4 海老原 博子 会長 

5 川畑 克 県姶良・伊佐地域振興局総務企画課長 

6 久保山 靖 副会長 

7 栄 テル  

8 永野 正武  

9 古城 るり子  

10 真辺 ひとみ  

11 宮部 芳照  

12 本部 映利香  

   

 


